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（１）鹿折地区の被害状況

○気仙沼湾に面し水産加工場が集積し、その北側は住・商・工が混在する地区
○倒壊・流失した重油タンクから漏れ出た油に引火し海上火災が発生。火災は鹿
折地区の市街地まで及んだ。

□航空写真（Googleマップより）

国道４５号



①崩壊した鹿折川の護岸 ②本浜町

④鹿折唐桑駅前に打ち上げられた大型漁船 ⑥被災したＪＲ大船渡線の線路

③中みなと町

⑤半壊した鹿折唐桑駅

○鹿折川を遡上した津波は、国道45号の北側まで達し鹿折小学校が浸水
○国道45号以南はほぼ壊滅状態
○鹿折唐桑駅前には大型漁船が打ち上げられた。
○鹿折唐桑駅は半壊、線路はガレキに埋没



□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

□航空写真（Googleマップより）

（２）気仙沼地区（内湾周辺）の被害状況

○商店街が形成され、市役所や旅客船発着所がある気仙沼市の中心市街地であり、観光の中心。港沿いの
多くの木造家屋が全壊・半壊の被害を受けた。



⑤南町海岸（エースポート）

③魚町①魚浜町（気仙沼漁港） ②魚町

④魚町（大島汽船乗り場）
⑥港町

○港沿いの木造家屋はほぼ全壊の被害を受け、国登録文化財である歴史的な建物も全壊・半壊した。
○防潮堤などの漁港施設も損壊



（３）気仙沼地区（南気仙沼駅周辺）の被害状況

○魚市場を中心に漁船漁業に関連した事業所や水産加工場が数多く集積する地区。
地盤沈下による浸水被害も発生

■斜め写真（国土地理院発表資料より）■被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

気仙沼市立病院

気仙沼終末処理場

気仙沼水産物流通センター
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①魚市場前 ②魚市場前 ③南気仙沼駅周辺

④南気仙沼駅前
⑤ＪＲ南気仙沼駅 ⑥大川

○地盤が約75cm沈下し、全域が浸水
○港湾、漁業関連施設は、壊滅状態
○南気仙沼駅が半壊し、線路・橋梁等が流失



（４）松岩・面瀬地区（松岩駅周辺）の被災状況

○沿岸部は養殖業を中心とした集落。後背地に水産加工場が集積し、さらに農地が広
がる地区。津波により集落は壊滅状態

□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作
成

□航空写真（Googleマップよ
り）

面瀬地域ふれあいセンター
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①主要地方道気仙沼唐桑線
②松岩駅周辺 ③松岩駅周辺

④松岩駅周辺 ⑤松岩駅周辺 ⑥主要地方道気仙沼唐桑線

○主要地方道気仙沼唐桑線より東側はほぼ壊滅し地盤沈下も発生
○漁港施設の大半が損壊
○松岩駅は全壊し、気仙沼線の線路も沈下・流失の被害



（５）階上地区（最知駅周辺）の被災状況

□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

□航空写真（Googleマップより）

○ＪＲ気仙沼線と国道４５号が併走し、沿線に事業所等が南北に集積する地区。沿線の
建物は壊滅状態
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○海岸の漁港施設や住居等の大半が全壊
○最知駅は全壊し、気仙沼線の線路も沈下・流失の被害



（６）階上地区（陸前階上駅周辺）の被災状況

□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

□航空写真（Googleマップ
より）

○気仙沼湾の入り口の岬とその周辺地区。気仙沼向洋高校も多大な被害を受けた。

気仙沼向洋高校
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○平地部の施設や住居等の大半が全壊の被害
○高台にある住宅でも揺れによる一部損壊の被害



（７）小原木地区（大沢漁港周辺）の被災状況

□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

□航空写真（Googleマップより）



②

○南側、北側から津波が流入
○大沢漁港と集落は全壊の被害



（８）大島地区の被災状況

□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

□航空写真（Googleマップより）



①浦の浜 ②浅根 ③浦の浜漁港

④亀山リフト ⑤田中浜

○浦の浜ではほぼ全壊の被害
○大規模な山火事の発生。亀山リフトも被災した

⑥亀山リフト周辺



（９）小泉地区の被災状況

□被害状況図
※浸水深は海岸工学委員会の調査を基に作成

□航空写真（Googleマップより）



○津谷川を遡上して大規模な浸水被害の発生
○小泉地区の集落は全壊
○気仙沼線の線路、陸橋、陸前小泉駅は流出



○ハザードマップ


